
 

 

博物館教育論10 

博物館教育論 博物館の出版物と印刷物 

＊伝わるデザイン http://tsutawarudesign.web.fc2.com/index.html 

 パワーポイントとポスター作成のこつ 

１．出版物と印刷物 音声ファイル１ kyoiku2020_10-6.mp3 

１）意味する内容 

 この２つは辞書「スーパー大辞林」で確認すると、下のとおり。 

出版：文書・図画などを印刷して発売・頒布（はんぷ）すること 

印刷：インクを使い，版面に描き出されている文字・絵画・模様などを，紙その他の被印刷体の表面に刷り出すこ

と。 

 つまり印刷物のうち、販売や配布を目的とするものが出版物である。 

２）博物館・学芸員と出版物・印刷物 

 学芸員の仕事は文章の作成がたいへん多い。論文や報告文書、事務文書、解説書など。博物館を見ても文章にあ

ふれている。学芸員に文書作成能力は必須である。文章が書けるようになるには実地訓練が必要で、筋トレとおな

じである。博物館を見ても文章にあふれている。資料台帳、展示解説、関連書籍など。加えて入館券やポスター、

掲示物など印刷物も数多い。それらのなかには独自の名称を使うものもあるが、博物館業界では通じ合う。それら

の名称と内容を知り、利用者としては使いこなせるように、職員としては適切な作成ができるようになりたい。 

 

２．博物館の出版物 

１）展示解説書 

 常設展示室の解説書を「展示解説書」や「展示案

内」と呼ぶ。そのなかで「総合案内」や「展示案

内」と題された同一デザインの出版物は日本生命財

団が助成しているものである。登録博物館や博物館

相当施設が対象で、全国で60か所あまりが対象とな

ってきた。北海道では北海道開拓記念館（現・北海

道博物館）、北海道立北方民族博物館、釧路市立博

物館の３館で発行されている。 

研究・地域活動助成 出版助成｜公益財団法人 日本生命財団 http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/syuppan/ 

  

本日の授業資料 
kyoiku2020_10-1‒8 pdf×5、mp3×3 
９回目の授業は実施済みです 

下：福井県立恐竜博物館の展示解説書 
最下段：日本生命財団の助成による展示解説書 
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２）特別展図録 Catalogue 

 図録とは「図や写真を主として記録または本」（スー

パー大辞林）で英語にすれば catalogue である。特別

展の図録は、展示資料の写真をすべて収録、展示資料一

覧も付属するものがオーソドックスな形式である。加え

て重要資料の解説や論文、ときには関連文献リストが収

録される。なかには読み物を中心とした図録もある。 

 特別展は関連資料を多方面から集める期間限定の展示

である。観覧の意味でも研究目的でも得がたい機会を提

供する。しかし展示期間が終了すれば資料はもとの所蔵

先に返却されてしまう。図録は、写真ではあるが資料を

訪ね歩く努力を解消し長く使えるものであり、学芸員に

とってみれば労力を掛けて開催した展示会の実績記録と

なる。 

３）目録 Catalogue 音声とは順番が違っています 

 目録は、博物館の収蔵資料と付属情報を収録した博物

館でもっとも基本的な出版物。英語にすれば図録同様 

catalogue だが日本では呼び分ける。資料目録ともいう。 
４）紀要または研究報告 

 博物館が発行する論文を収録した学術雑誌は紀要や研

究報告と呼ばれる。学芸員の論文を収録することが主目

的であるが、館外からの投稿を受け付ける雑誌もある。

博物館の学術雑誌が掲載する論文は、形態や分類、分布

情報などといった個体レベル以上を目的に、特定の地域

を対象とした内容が特徴である。年１回の刊行が多い

が、複数回発行のこともある。 

５）調査報告書 

 大きな調査では報告書が独立した冊子として出版され

ることがある。 

６）年報（小規模館では紀要や研究報告と合冊） 

 年報は会計年度ごとに発行される１年間の報告書であ

る。資料の収集、調査研究、展示、教育活動などの事業

報告のほか、職員と人事、予算、施設、資料点数、学芸

員の研究活動を収録する。類似の出版物である「要覧」

は視察や外部向けに施設や活動をまとめている。 

 音声ファイル２ kyoiku2020_10-7.mp3 

千葉県立中央博物館年報（H29）kyoiku2020_10-2.pdf 

豊橋市自然史博物館年報（H31）kyoiku2020_10-3.pdf  

最上段：奈良国立博物館「第57回正倉院展」の図録 
２番目：国立歴史民俗博物館（千葉県）の図録 

下から２番目：北網圏北見文化センター学芸員の資料目録 
最下段：琵琶湖博物館調査研究報告30号（2018） 



 

 

７）ニュースレター 音声ファイル３ kyoiku2020_10-8.mp3 

 インターネット以前の時代には、展示や行事の案内を定期発行する印刷物、ニュースレターで周知していた。現

在ではお知らせの役割は薄れたが、事業案内のほか活動報告や論文未満の研究報告などが掲載される。 

北海道博物館 news202009_vol21 kyoiku2020_10-4.pdf 

鹿児島大学 News Letter No43 kyoiku2020_10-5.pdf 

８）学習用図書 

 博物館では出版社をとおさず、設置目的や使命

に即した独自出版物を発行することも多い。多く

は小冊子で、公立博物館では各小学校に１クラス

分配布するなど学校の地域教材としての活用を想

定している。 

 これとは別に出版社と共同でシリーズ物を刊行

することもある。東海大学出版会は国立科学博物

館叢書［そうしょ］を、Eyewitness Books［目

撃者の本、かつて「ビジュアル博物館」の名称で

和訳版が発行されていた］はロンドン自然史博物

館の監修や協力を受けている 

 

２．印刷物 

１）館内と館外の印刷物 

 博物館は印刷物も数多く、学芸員が作成する機会も多い。現在のプリンタは性能がきわめて優れており、美しい

カラー印刷物が作成できる。コンピュータを使いこなす技量があれば館内制作でさまざまな印刷物を作り活用する

ことができる。学芸員にとってコンピュータは大きな力になってくれる。 

２）入館券 

 来館者が最初に出会うのが入館券である。お金と引き換えに手に入れるものであるので、それにふさわしいデザ

インや情報掲示が欲しい。見て楽しくためになり、見返すことで新たな発見が得られる、博物館にはそんな入館券

が欲しい。近くでは２年生で見学に行く、足寄動物化石博物館のものが優れている。 

３）リーフレット（入館者用） 

 A4判三つ折りが主流。動物園などでは園内地図を掲載したA3判のこともある。入館券とならんで来館者の全員

が手にする印刷物である。つまり発行部数が多く、掲載情報が利用される機会が多い。無料の印刷物であるが、十

分に考えて作られている。郵送を考えれば定型料金最大の長３封筒に入るサイズ、園内配布を優先した場合はより

大きな寸法で作られる。 

４）教材用印刷物（次回のテーマ） 

 ワークシートや展示解説シートといった展示の理解を深める印刷教材もある。 

５）チラシとポスター 

 コンピュータデータで印刷する時代になり、印刷物の拡大縮小や画像の再利用などが容易になった。現在、両者

は、同じ物として制作されることが多い。宣伝効果を考えれば、ポスターは事業開始の少なくとも１か月前には掲

示したい。  

左：国立科学博物館叢書第１巻（東海大学出版会） 
右：Eyewitness Books "Fish" 



 

 

 
  



 

 

 
  



 

 

 
  



 

 

 
  



 

 

 
  



 

 

 


